
第13回 災害対策本部員会議の概要 
日時 令和元年10月28日（月）  

                  18時15分から18時30分まで  

                   場所 県庁3F 第一応接室  

災害対策本部総務班  

 

18時15分開会    

 

【西島防災危機管理監】 

○ 対応状況を報告。 

（資料を基に説明） 

 

【盛岡地方気象台】 

○ 今後の天候について 

  29日の昼から夜に気圧の谷が通過するため雨となる。29日の降水量は、本日17時現在

の最新の情報では40ミリの予想である。その後の週間予報では、大きく天候が崩れる予

想とはなっていない。本日17時現在の最新の情報では、29日の週間予報が曇りのち一時

雨となる。 

 

【各本部員等】 

○ 各部局及び関係機関の対応状況等について報告。 

・政策地域部長 

 被災市町村への人的支援であるが、資料の調製後に新たに調整がつき、雫石町、岩手

町、矢巾町から３名の派遣が追加になる。このほか、山田町では、県を介さずに独自に

派遣を要請しており、北海道池田町から土木１名、紫波町から事務１名を確保したと聞

いている。 

・環境生活部長 

  水道施設345戸の断水状況であるが、仮設配管の工事は明日終了と報告を受けている。

通水試験の結果次第であるが、順次断水が解消される見込み。 

  災害廃棄物処理は、被災市町村のニーズに応じ、県内他市町村での処理について調

整中である。 

  自然公園施設の被災状況であるが、久慈市の長距離自然歩道、陸前高田市の遊歩道

で新たに報告を受けている。 

・保健福祉部長 

  災害ボランティアの受け付けについて周知をお願いしたい。 

  医療費の窓口負担の免除について、対象となる市町村が順次拡大しており、久慈市、



大槌町、山田町が追加されている。 

・商工労働観光部長 

  商工関係の企業等の被害状況について、宮古市で22件増えている。被害額は調査中。 

  観光施設の被害状況については、魹ヶ﨑の自然歩道崩落、八幡平市の松楓荘の露店

風呂への土砂流入、雫石町の休暇村岩手網張温泉で露店風呂の塀の倒壊などの被害が

判明。県の施設である船越家族旅行村では、家財の一時置場として開放しているが、

受け入れた家財の撤去時期は未定となっている。 

・農林水産部長 

  被害額は、農林水産業全体で76億５千万円余となっている。 

  農業関係は、一部未確認のものがあるが、概ね調査を終えつつあり、被害額は全体

で11億円４千万円余である。 

  林業関係は、かなり調査が進み、被害額は総額で42億３千万円余である。 

  水産関係は、まず水産物関係であるが徐々に被害が判明しはじめている。漁港関係

についても、詳細な被害状況の調査を進めている。全体としては22億８千万円余の被

害である。 

  国の動向であるが、今回の被害に対する支援対策の内容が公表された。本日、仙台

で説明会が開催されていて、担当職員を出席させている。 

・県土整備部長 

  堆積土砂排除事業として、国土交通省の調整により広島県呉市から普代村に職員１

名が派遣となっている。派遣期間は10月30日から11月８日の予定。 

  災害協定を結んでいる岩手県建設業協会による活動状況についても、資料に新たに

項目を起こした。釜石支部３社、宮古支部24社、岩泉支部２社、久慈支部８社に緊急

対応として活動していただいているところ。 

・教育長 

  公立学校の被害で、中学校が２校増加となっている。 

 

【総務部長】 

○ 対応方針を報告。 

（資料を基に説明） 

 

【本部長（達増知事）】 

 本日の本部員会議に陸上自衛隊、盛岡気象台から御出席いただき、御礼申し上げる。 

 25日から26日にかけて、沿岸部に多くの降雨があったが、早期の避難、安全確保を重視

した作業実施等の事前の備えによって、新たな被害が発生しなかったのは幸いであった。 

 発災から２週間が経ち、振興局においても、罹災証明発行業務や、保健、農林、畜産、

土木関係等において、被災市町村に人的支援を行っていて、復旧、復興が加速しているこ

とが報告された。 



 23日に、市町村長あるいは代理の方とともに、国に対して要望活動を行ったが、その時

に地域事情や被災地の生の声を伝えた武田防災担当大臣が、今日、本県を視察された。市

町村と県が連携しながら、国の支援もいただいて、復旧、復興という形ができていると思

う。今日も、武田防災担当大臣に、改めて要望を行ったところである。今後さらに、具体

的な要望を行って、被災者、被災自治体を支援するために、ニーズを汲み取ってほしい。 

 25日に、９月定例会の最終日、11月11日に、災害対応の予算を追加提案する旨、議会に

報告した。各部局においても支援策の検討をお願いする。 

 引き続き、被災者、復旧業務従事者の安全と健康を守りながら、関係機関と連携を図り、

復旧、復興に向けた取組を進めて参りましょう。 

 

 

18時30分閉会 

 

※ 第14回本部員会議は10/30（水）９時から開催予定 


